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Effects of the Construction of Warp 
Knitted Fabrics Upon Their Physical Properties. (m) 
Masao TERASAKI， Satoshi TSUBOTA 
The effects of the construction of warp knitted fabrics upon their bursting strengths 
and absorbability are the subject of this paper. 
The following results have been obtained from our experiments. 
(1) The bursting strengths of warp knitted fabrics made of same material are subject 
to the densities of fabrics and the toughness of underlap yarns. As the differences of 
underlap lengths are very litt]e among warp knitted fabrics with same weave and various 
densities， the bursting strengths of such fabrics are most1y determined by their densities. 
As the density of the fabric is increased， the bursting strength is greatly increased 
within certain limits of smaller density， and then with the gradually diminishing rate 
of increase. But the bursting strength does not noticcably increase beyond a certain 
limi t of densi ty. 
(2) The bursting strengths of warp knitted fabrics with same density and various 
weaves are determined by their underlap lengths and the numbers of the crossing of 
underIap with loop. The bursting strengths of the same density fabrics are increased 
with the underlap length of the fabric. 
(3) The absorbability of warp knitted fabrics made of same material is determined 
by the porosity of yarn itself and the inc1ined porosity between each crossing yarn in 
unit areas of the fabrics. In case of fabrics knitted with same density， both the total 
amount of water absorbed (a) and the rate 01 absorpt白nof即αter(b) are increaseq with 
the increase of the density of the fabric. 
(4) Among same density fabrics， the values of (a) and (b) of the fabric are increased 
as the underlap length is increased， the increase being especially great in the value of 
(b) in course direction. 
(5) The value of (b) is usually grea ter in course direction than in wale direction. 
?
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経編地の構造と平面重，編目長，厚度，圧縮性，合気性，有子L性，通気性及び光椋透過性との
関係に就ては巴に報告したが，本報告に於ては破裂抵抗力及び吸水』性に関して行ヲfζ実験に就て報
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告する。
1 .破裂抵抗力
経編地の耐久性を考える場合その抗張力は重要注項目とえEるが，編地θ抗張力を測定する事は
その構造上取扱いに困難を伴うため破裂抵抗力を測定した。測定には加圧面積100cm2 <D島津製作
所製グヨツバー型破裂試験機を使用し，圧搾空気貯蔵槽内の空気圧力は 5.5. 6 kg/cm2 で測定
した。
第1表及び第2表は夫々密度を異にする 1/1トリコツト人絹編地及び密度。殆ど等しい 1/1，
1/2， 1/3トりコツト人絹編地に就て測定した結果である。同表中の編目長は第 1報に示した次式
S/vI'百=K. a = l/Sから計算的に求めた。但し N……編目数/cm2，S…… 1mの糸で編
成し得る編目数， a ……編目長で，K<D値は 1/1トりコツト…… 22.629，1/2トリコツト…
17.847， 1/3 トりコツト…… 14.45<D値を用いた。
第 1 表
試料番号 I ~-Ä数Icm t7::r.-)t-釦cmI 編聯mZ I編服
No. 1 26 7.8 202.8 3.1 1.23 
No. 2 28.2 8.7 245.3 2.82 1. 48 
No. 3 28.4 9.6 272.6 2.68 1.6 
No. 4 30.9 10.3 318.3 2.47 1. 62 
No. 5 32.7 10.6 346.6 2.37 1.58 
備考 市且 織…・・ 1/1 トリコツト
使用原糸…… 120d.viscose人絹糸
第 2 表
組 織|コース数/cm ゥー数fcmI 編臓/ω |編腕mm) 破裂抵抗力側聞2)，
1/1トりコデト 28.4 9.6 272.6 2.68 1.6 
1/2トリコツト 22.0 12.0 264.0 3.45 1. 65 
1/3トリコシト 21.5 12.1 260.2 4.3 1.68 
備考 使用原糸一一 120d. viscose人絹糸
Jj.言己実験の結果次の様な事が分った。 即ち第1表に示す如く組織が同じで密度の異る人絹経編
地に於ては密度が小なる聞は密度θ増加と共に破裂抵抗力は増加するが，その増加率は密度が増す
に従って減少しp 或限度に達すると殆ど培加しない。又第2表に示す如く密度の略々等しい経編地
に於ては践の移動距離の大なる組織程破裂抵抗力は大となるが，その増加割合は密度の増加による
場合より小である口
第1図は 1/1トリコツト編地面に圧力が加えられ編目が引締められて underlapの糸が引張さ
れた状態，第2図は underlap<D部分で切断した所を示す。とりように編地面に圧力が作用すれば
編目は次第に引締められて編目聞の糸即ち under1apの来が引張されて遂に破壊するに至る道程を
辿るものと考えられる。との事は測定した試料について調査したるに殆ど underlapに於て切断し
ている事からも想像出来る。乙の場合編地の破裂抵抗力に影響を与えるものは編地D密度即ち加圧
面中に含まれる編目数と underlap<D来θ破壊仕事量である白而して第1衰の編目長及び第1報平
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第 図
g. となった。 従って同一組織の編地
に於ては破裂抵抗力は主として密度に
よって左右されるが，密度が略々等し
く組織の異なる編地に於て僅であるが
破裂抵抗力に差を生十、るのは笈の移動
距離が大となるに従って under1apが
長くなる事とunder1apと loopとの
重 り合う点の増加による補強とが相侠
クて破裂抵抗力が増加したものと考え
られるD
2. 吸 水 『陸
面重並び、に編目長の項目に示した如く
組織の同じ編地聞に於ては密度の変化
による各編目間の under1apの糸長の
差は極めて僅であるが，組織が異なれ
ば同一密度に於ても或程度の差を生宇
るo
今この様に短い長さの糸に於ける
糸長と糸の破壊仕事量との関係を 120
d， 24 filament viscose人絹糸の単繊
維10本を引揃えたものにつき K.Sセ
エメータ{を汗jいて視Ij定レたるに糸長
2mm..…・ 74.9 mm. g， 3 mm ・
86.6 mm. g， 5 mm ・….101，6mm.
第 2 図
編地の湿潤性としては湿J性水分を吸収する場合の吸湿性と液体水分即ち滴性水分を吸収する場
合の吸水性とが考えられるD 前者は編地を構成している原料繊維の特性に基 くのであるが，後者は
編地の構造によって影響される事が大で，之を衣服として着用する場合保温性等の保健性能に関係
する。例えば編地を肌着として着用する場合その編地は通気性は有しているが，水分を吸収しない
ならば発汗した場合汗の蒸発は皮膚面から起り従って皮膚の温度は低下する。併し此場合編地の吸
水性が大であれば汗は編地に吸収されて蒸発は編地 第 3 図
面から起る事になり悪寒を感宇る様な事は起らない。
本実験は経編地の構成と吸水性との関係につき
調査したものである。
編地の吸水性を調査するに当って編地の吸水量と
吸水速度を測定する必要がある。第3図は吸水速度を
測定するに用いた装置である。 即ち試料を先宇精練し
て含有するoiling剤及び其他の可溶性物質を除去した
る後アイロンをかけ， 3 cm rr~ の strip 状に裁断し，
之を図に示す如くベークライト製の枠 BB'の聞に不
規則なる張力及び微を興えざる様細心の注意を払って
扶み，蒸溜水を満した容器Cの中に枠の下部の内側の
s 8' 
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a面が水面と同ーとたるまで入れ， a面より一定D距離 (lcm)b点の所に電極(極間 2.5mm)を
置き， b点より更に 1，2， 3， 4 cm ([)所に夫々同様に電極を置き水が浸透して夫々の所に達すれ
ば電流計の針が振れる様にして， b点から各高さに水が達する時聞を stopwatchで測定した。此
場合試料θ巾θ方向に於ける電極の位買によって浸透時間に差を生宇るか否かを確めるため，各高
さに於て竜極の位置を両端及び中央に置いて測定したが差は認められ註かった。命測定に際して大
気中の湿度の影響を避けるため試料及び装置を共に 24h以上 20:t lOc， RH 65土 2%の恒温
恒湿室中に放置したる後測定した口
る。
第4図は第3表に示した試料につき Course方向について測定した結果を図示したものである o
試料番号
No. 1 
No. 2 
No. 3 
No. 4 
No. 5 
No. 6 
No. 7 
第 3 多ミ
市旺 織 τース紡cm ウエー }[..数/cm
1/1 トリコヅト 17.01 1.81 
!/ 22.13 16.77 
1/2 トリコヅト 13.85 11.45 
!/ 17.09 13.27 
1/3 トリコヅト 13.43 12.95 
!/ 15.47 13.94 
!/ 16.06 13.62 
備考 使用原糸…… 120d. viscose人造絹糸
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第 4 図
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第5図は第4表に示した試料につき wale方向C吸水速度を測定した結果を図示したもりであ
第 4 表
試料番号 車且 織 コース数Icm ウエー }[..数Icm 編目数Icm2
No.l 1ハホリコヅト 22.05 8.5 187.43 
No. 2 !/ 31.77 11.5 365.36 
No. 3 1/2トリコヅト 13.46 1.61 156.27 
No. 4 !/ 17.28 16.3 281. 6 
No.5 1/3 トリコツト 13.39 12.49 167.24 
No. 6 '1 15.43 14.34 21.27 
備考 慣用原糸…… 120d. viscose人絹糸
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第 5 図
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次に密度及び組織の異なる人絹編地を 2.5cm2に載断して秤量し，之を蒸溜水中に5分間漫潰
したる後宮|き上げて遠心分離機で 1000r.p. m Iこて10秒間脱水したる後再び秤量して初めD重量
との差から単位面積の編地内に吸収された水分量を測定した結果は第5表に示す如くである凸
第 5 表
議且 織 コース数/cm ウエー JL数fcm 編回数Icm2
1
明7k量Cm仰 n2)
1ハト Pコヅト 23.26 8.33 193.76 14.2 
1 34.45 11.36 391. 35 17.7 
112トリコヅト 14.9 11.2 166.88 13.96 
月Y 17.62 13.43 236.64 17.02 
" 19.34 15.14 292.8 20.15 
113 トリコツト 13.75 12.91 177.51 16.45 
" 15.9 13.96 221. 96 19.77 
備考 使用原糸…一 120d. viscose人絹糸
上記実験D結果次の様な事が分った。即ち (1)経編地の吸水速度は waleの方向より course
D方向。方が大である。 (2)同一組織の編地に於ては密度が増加すれば単位酉積当りの吸水量は増
加し且つ course及び wale両方向共に吸水速度は大となる o (3)密度。略々等しい編地に於ては
策の移動距離即ち underlapの長さが大に註れば吸水速度及び吸水量は共に増加する口特に course
の方向の吸水速度は著しく増加する。
編地に於ける吸水現象は先宇来を構成している繊維聞及び互に重り合った糸と糸の間D間隈
〈傾斜気孔〉に水分が浸透し，更に進んで繊維実質の内部まで浸潤するもDと考えられるが，上記
実験に於ては各編地を構成している轍維は同一種類。 viscose人絹であるから，各試料に於ける吸
水状態。差は編地D単位面積中に脊在する来自身白含気量及び傾斜気孔によって占められている合
気量によって差を生じたものと思考される。而して第1報D平面重及び、第2報の含気性:nv項に於
て報告した如く，同一組織り編地に於ては密度が増加するに従って単位面積中に於ける糸自身の有
する合気量及び傾斜気孔が増し，又密度の略々等しい編地に於ては箆D移動距離が大とt;;.れば来自
身の含気量及び傾斜気孔によって占められる含気量はその増加率に差はあるが共に増加する事から
考えて上記実験D結果と上述。事とはよく一致するo
又上記実験に於て編地に於ける吸水速度が course([)方向が walev方向より大である事及v:
f誌の移動距離が大となれば吸水速度D増加が courseV方向に於て特に著しいりは経編地に於ては
38 福井大学工学部研究報告第 3巻第 2号
一般に wale([)密度より course<D密度が大である事及び underlapが courseの方向となす傾
斜角度は waleの方向。傾斜角度より小である事即ち underlapが course<D方向に走っている事
によるものでEつ筑D移動距離が大となれば under1ap<D長さが大となり然も course方向との傾
斜角度は益々小と f'J.るため courseの方向D吸水速度が急激に増加するりであるロ
3 . 車室 括
経編地D破裂抵抗力及び吸水性を 120d. viscose人絹糸で編成した経編地について実験的に
調査した結果次のような事が分った。
(1) 経編地の破裂抵抗力は編地の密度と編目間白糸D破壊仕事量によって影響される口組織
の同じ経編地に於ては密度の変化によって生宇る編目:畏の差従って編目間白糸長の差は極めて僅少
であるから，とりような編地の破裂抵抗力は主として密度の差によって左右され，密度が小怠る聞
は破裂抵抗力は密度が増加するにつれて急激に増加するが，そり増加率は密度が増すに従って減少
し，或限界に達すると殆ど増加しない。
(2) 同一密度で組織を異にする編地問の破裂抵抗力の差は編目聞の糸長及び underlapと
loopとD重り合う点の数の差によって生じ，読の移動距離の大なる組織程破裂抵抗力は大とたる。
(3) 同一原来を使用せる経編地の吸水状態の差は編地D単位面積中に存在する来自身の合気
量及び傾斜気孔によって占められる含気重の差によって生宇るもので，同一組織り編地に於ては密
度が増加するに従って吸水量及び吸水速度は共に増加する口
(4) 密度D略々等しい経編地に於てはJA([)移動距離が大となるに従って吸水速度及び吸水量
は共に増加し，特に courseの方向の吸水速度は急激に増す。
(5) 経編地の吸水速度は一般に wale([)方向より courseの方向。方が大であるo
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